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（午前９時５８分 開会） 

○野口博委員長 ただいまから総務建設

常任委員会を開会します。 

理事者から挨拶を受けます。 

森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

一昨日の本会議に引き続き、今日は総務

建設常任委員会をお持ちいただきまして

大変ご苦労さまです。そしてありがとうご

ざいます。 

本日は本会議で当委員会に付託されま

した案件についてご審査をいただきます

が、何とぞ慎重審査の上、ご可決いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。 

一旦退席します。 

○野口博委員長 挨拶が終わりました。 

本日の委員会記録署名委員は、弘委員を

指名いたします。 

暫時休憩いたします。 

（午前 ９時５９分 休憩） 

（午前１０時    再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

議案第７３号所管分の審査を行います。 

本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

松本委員。 

○松本暁彦委員 おはようございます。 

それでは、何点か質問をさせていただき

ます。 

まず１３ページの国庫支出金、国庫補助

金の新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金、約５億円とこちらの歳入

ですが、これについて改めてどのような経

緯で入って、どのように使われることをお

考えなのか、お聞かせください。 

そのほかにも普通交付税等々、また財政

調整基金積立金、繰入金等もありますけれ

ども、財政関係については、その１点を聞

かせていただければと思います。 

次に１９ページの土木費の公共交通運

行継続支援金、この内容についてお聞かせ

いただければと思います。 

そして２１ページの消防費のところで

すね、消防学校入校負担金がありますが、

これは新たに退職、あるいは必要性があっ

たらということでなったと思うんですけ

れども、改めてこの入校負担金にどのよう

な経緯で計上されたのか、お聞かせくださ

い。 

次に同じく消防費のところで第二分団

屯所建設工事、この部分ですけれども、遅

れているというところのお話をお聞きし

ておりますが、その分の建設工事費と認識

をしておりますが、改めて分団屯所の建設

工事について状況にお聞かせをください。 

最後に、災害対策費の災害対策基金積立

金１，０００万円、この金額について、こ

のタイミングで計上したというところの

経緯、状況についてお聞かせください。 

以上です。 

○野口博委員長 森川課長。 

○森川財政課長 それでは、財政課に係り

ますご質問にお答えいたします。 

地方創生臨時交付金でございますが、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金といたしまして、都道府県及び市

町村に配分をされます。今回予算計上して

おります内容につきましては、国の第２次

補正予算で２兆円が計上されました部分

で本市に対する配分としての交付限度額

であります５億２，７１３万円を計上して

いるものであります。この交付金の使途と

いうか、計画ですけれども、これにつきま

しては、実施計画の提出が必要でありまし

て、現在、第２回目の提出が済んでいる状

況となっております。本市での補正予算
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（第５号）までで計上いたしております小

学校・中学校の教育用コンピュータ事業で

ありますとか、新型コロナウイルス感染症

対策検体採取補助事業など、合わせて３１

の事業に対しての９億９，４４４万６，０

００円の事業計画を提出しているもので

あります。 

○野口博委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、松本委員の

交通対策費に係りますその内容について

ご説明させていただきます。 

地域の公共交通は自家用車を持たない

高齢者や学生などの通院、通学を支える地

域の足の役割を果たしております。新型コ

ロナウイルス感染症の拡大を受けて発出

された緊急事態宣言下においても地域公

共交通の維持確保が継続されることが求

められました。しかし、この感染症の拡大

に伴い、外出を控えることやテレワークの

普及によって地域の輸送需要は大幅に減

少しており、公共交通事業者は厳しい経営

環境に直面している状況でございます。こ

のため、本市では市内の路線バス、及びタ

クシー事業者を対象に感染症拡大防止対

策に関わる費用及び利用者の大幅な減少

に伴い、土曜、日曜、休日ダイヤで運行で

きたところを車内の密度を避けるための

平日ダイヤで運行を継続したことに対す

る費用の差額を支援金として交付させて

いただきたいという内容となっておりま

す。 

以上でございます。 

○野口博委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、消防学校

入校負担金についてお答えいたします。 

これは、消防職員教育派遣事業でござい

まして、大阪府立消防学校初任科入校に係

る経費でございます。当初は、令和２年度

末の退職予定者２名でございました。当初

見込んでいなかった退職者及び人材育成

を目的とした外部派遣を含めた補充、これ

ら人事課と相談し協議いたしました結果、

計４名の採用を決定していただきました。

その後、１０月には採用されまして、現在

４名の者が大阪府立消防学校初任科へ入

校中でございます。追加されました新規採

用者２名分の消防学校入校にかかります

経費といたしまして、普通旅費６万８，１

６０円、消耗品費被服及び教科書代の１１

４万８，６００円、消防学校入校負担金４

８万２，４６０円を合わせまして合計１７

０万１，０００円の増額をお願いいたすも

のでございます。 

続きまして、第二分団屯所建設工事につ

いてお答えいたします。 

摂津市第二分団屯所建設に向け５月か

ら設計を進める中で、地盤調査をいたしま

したところ、地盤が軟弱であることが判明

いたしました。より詳細な調査であるボー

リング調査を行ったところでございます。

その結果、くい打ち工事が必要で、その工

事の追加により工事期間を延長する必要

が生じてまいりました。工事期間の延長に

伴いまして、工事監理委託料１１万円及び

追加の基礎工事を行うための工事請負費

１，０５４万円の増額をお願いいたすもの

でございます。また工事期間の延長に伴い

まして、本年度内の完成が困難となり、年

度をまたぐ工事となりますことから、併せ

まして繰り越しをお願いいたすものでご

ざいます。 

以上でございます。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では、災害対策

基金についてのご質問にお答えいたしま

す。 
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自然災害では想定外の事態が当然起こ

り得るものでございます。市では、これら

に備えまして、必要とされる備蓄品等々を

用意しておりますが、これらの備蓄品とは

また別に想定外のこと、何が起こるか分か

らないというところで、基金という形でも

備えておくことで、予期せぬ状況への備え、

柔軟に、そして迅速に公助を展開できる、

こういう体制を整えていく、こういうもの

で動いております。これに向けまして、

我々毎年決算額が見えてきました際、決算

余剰金の一部を積み増ししていただくと

いう形で、このタイミングでの補正でござ

います。よろしくお願いいたします。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、２回目の質問

をさせていただきます。 

まず地方創生臨時交付金の件ですけれ

ども、新型コロナウイルス感染症対策等で

約９億円を計画されているというところ

は理解しました。その中で第１次の国の補

正予算等で当初１億５，０００万円、今回

５億２，０００万円というところと認識を

しております。今後国の状況について、新

たにこのような補正予算で臨時交付金が

入るのかどうか、その状況をお聞かせいた

だきたいなと。それはつまり本市の対策と

いうところが国のこういった交付金で全

て賄えるのかどうか。賄えない場合は一般

財源からというところになると思うんで

すけれども、その確認をちょっとしたいな

と思います。 

続きまして、公共交通運行継続支援金と

いうところで、公共機関が休日も密を避け

るために平日ダイヤで運行していると、新

型コロナウイルス感染症対策をしていた

だいている様々な機関に対して支援をし

ていくんだというところは理解いたしま

した。今後の公共交通ということで、バス

のところはもちろんですけれども、例えば

タクシーなり、電車なり、そういったとこ

ろはどのようなものかお聞かせいただけ

ればなと思います。 

続きまして、消防学校入校負担金の件と

いうことで今回４名の方が学校に入校さ

れていると。急遽外部派遣等で補充も必要

になったというところと理解をいたしま

した。この中で外部派遣というところで補

充が必要だというところなんですけれど

も、外部派遣が必要だからこのようにされ

たというところなのか、外部派遣について、

一つその内容をお聞かせいただければな

と思います。 

次に、第二分団屯所の建設工事の件につ

いては、くい打ちが必要になったというと

ころで理解いたしました。この第二分団屯

所の建設については、結構前々から大分話

が長くなっているかなというのは認識を

しております。できると言いながらなかな

か先々になってしまっているという現状

もあるかなと思います。せっかくなので、

しっかりとよいものをつくっていただき

たいと思いますので、この件については、

これで結構です。屯所については、時間を

かけるのであればよいものをしっかり造

っていただいて、災害時の一つの拠点にな

るように取り組まれるように要望いたし

ます。 

続きまして、災害対策基金積立金という

ところで、コロナ禍ではありますけれども、

九州でも大雨で洪水が起きて大きな災害

が起きたというところの現状がございま

す。いついかなるときにも対応できるよう

にというところで、この積立金を決算も併

せて１，０００万円積み増しいうところに

ついては、理解をいたしました。今、ＳＯ
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Ｓメソッド、つまり広域避難とかいろいろ

としっかりと取り組まれているところは

高く評価するところです。それに合わせて

恐らく必要なものというものがどんどん

ふえてきているというところは理解しま

す。そこはぜひ精査をしていただきたいな

と思います。これは広域、いわゆるプッシ

ュ型支援で、府なり、国なりに支援するも

のなのか。あるいははたまた本市が保管す

るものなのかと。本市の場合は当然保管場

所というのも限られてしまう中で、この積

立金を例えばそのときに購入する費用に

使うのか。あるいは何か広域避難のときに

避難所運営の際に、例えば状況によっては

人を雇うなりとか、やっぱりそういったい

ろいろと選択肢がふえる中でやっぱり基

金の使用用途も一定目安といいますか、腹

案保持をしっかりしていくべきかなとい

うのは思います。全てを整備するというの

は正直非常に難しいところと思いますの

で、やはりそこの精査、そして頼るものは

頼るというところをやはり計画的に防災

危機管理課でやっていただきたいと思い

ます。 

これについては、以上です。 

○野口博委員長 森川課長。 

○森川財政課長 それでは、地方創生臨時

交付金に関してのことでありますが、今後

の状況でございますけれども、まず委員か

らお話がありましたように、第１次配分と

しまして、国の第１次補正の１兆円のうち

の７，０００億円に対する配分が既になさ

れております。今回の補正予算で計上させ

ていただいている部分については、国の第

２次補正の２兆円の配分となっておりま

す。この後３回目の配分といたしまして、

国の第１次補正予算の１兆円のうちの３，

０００億円に対しての配分がされる予定

となっております。ただ総額が３，０００

億円ということで、これまでの金額に比べ

て少ないということもございますので、摂

津市への配分額は、これまでの金額に比べ

ると少なくなるのではないかと想定をし

ておりまして、そのことから一般財源によ

る負担は必要になってくると考えており

ます。 

○野口博委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 今回の支援の分につ

きましては、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金の内容を対象とし

て、その使途につきましては、地域公共交

通機関等の維持確保、それと地域公共交通

機関の３密対策という内容になっており

まして、タクシーにつきましては、感染防

止に伴う対策費の支援金を交付させてい

ただきたいと考えております。また、電車

につきましては、地域公共交通の枠組みか

ら外れているので、今回は対象にしており

ません。 

以上でございます。 

○野口博委員長 橋本次長。 

○橋本消防本部次長 それでは、外部派遣

についてのお問いについてお答え申し上

げます。 

従前まで消防の人員の中で半年間の消

防学校派遣を今まで４名ほど派遣してお

りました。その中で半年の教官というとこ

ろで派遣した中で、そのノウハウをもって

今後の消防の中でいろいろ教えていただ

いたというようなそういう経緯もござい

ます。それとその半年という短い期間の中

で全てノウハウを持って帰ってくるとい

うのがちょっと難しかったというような

経緯もございまして、去年まで大阪府の危

機管理室、こちらのほうに職員を２年間派

遣しまして、防災に関して、また消防に関
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してのいろいろな面を持ち帰っていただ

いて、消防の中で生かしております。また、

この４月から市の防災危機管理課、こちら

のほうにも職員を派遣しております。情報

を共有しながら防災に対して、消防として

も充実していくような、また人材育成にも

生かせるような形で派遣していきたいと

考えております。 

以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、３回目ですが、

要望とさせていただきます。 

まず、臨時交付金の件というところで、

今までの国からの支援金と比較して、やは

り一般財源に一部頼らざるを得ないとい

うところは理解をいたしました。その上で

やはり引き続き新型コロナウイルスの影

響というのはやはりまだまだ続くのかな

というところは理解をしております。そう

いった中で、やはり新型コロナウイルス感

染症対策は引き続きしっかりとしていた

だきたいというところが財政面でも支え

ていただきたいなというところは、ぜひこ

れは要望とさせていただきます。 

しかしながら、財政への影響でリーマン

ショック以上の歳入の減少というところ

も予想されるのかなと考えております。や

はり現状、新型コロナウイルス感染症対策

を併せて、今後の将来に向けた新型コロナ

ウイルス感染症の克服に向けた政策とい

うところもやはり財政面でも支えていか

なければならないというところは強く考

えておりますので、その点バランスの取れ

た財政運営というところも考えてぜひし

ていただければなと。当然新型コロナウイ

ルス感染症対策については、しっかりと財

政調整基金もございますので、しっかりそ

こは出していただきたいというところと、

しかしながら将来に向けた新型コロナウ

イルス感染症の克服に向けた政策につい

ても、そこはぜひ必要なものについては、

財政課としても支援をしていただくよう

に、そのバランスはしっかりと取っていた

だければなと思います。なかなか難しいか

なと思いますけれども、ぜひその点、よろ

しくお願いいたします。 

この件については、以上です。 

公共交通の件につきましては、バスとタ

クシーが主体にこの支援金の中に組まれ

ているところで理解をいたしました。地域

を支える公共交通の支援ということで新

型コロナウイルス感染症対策をしっかり

としていくんだということを理解いたし

ました。これは良いものだと思いますので。

やはりその点、市としても皆様、バスやタ

クシーに対してしっかりと地域のために

引き続き支援してほしいなというところ

でありますし、今後も市として必要な公共

交通を維持していただくように、一部では

バスの減便とかいう話も新型コロナウイ

ルス感染症の影響であるというところも

一部、他の地域等ではお聞きをしておりま

す。その中で本当に必要な公共交通機関と

いうのをどう維持するかというところに

ついて、この新型コロナウイルス感染症の

影響も含めて、今後は自宅での仕事がふえ

ていく中で公共交通が減っていくのか、そ

ういったところもあれば、公共交通機関の

市としての新たな考え方というところも

併せて必要になってくるのかなと思いま

すので、これはご配慮していただければな

と思います。 

この点については以上です。この支援金

については理解をいたしました。 

 最後、消防学校入校のところで、外部派

遣、今年の４月から防災危機管理課にも消
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防から１名派遣ですか、入ったというとこ

ろは理解をいたしました。そういった方々、

そういうノウハウを蓄積する、ある意味消

防との情報共有、消防とのそれぞれの能力

を高めるために外部派遣が必要だという

ところはそういう認識と理解いたしまし

た。やはり消防というところはなかなか厳

しいところもあって、退職者もちょこちょ

ことお聞きはしております。そういった中

で消防の中でもやりがいといいますか、や

はりそういった人事異動の中にノウハウ

を積み重ねて一つそういったやりがいと

いうのも、退職者を減らしていく方策であ

り、そして消防能力を高めて本市の危機管

理能力も高めるというところ、ぜひそうい

った人事の中でやはりそこもそういった

コンセプトをしっかりと持った人材育成

というところに考えていただければなと

思います。やはり人材というのは宝ですの

で、できる限りは退職させないようにやり

がいをどうやって付与していくのかとい

うところも検討を考えていただければな

と思います。 

この消防学校入校負担金については理

解をいたしました。ぜひその形で進めてい

ただければと思います。 

以上です。 

○野口博委員長 松本委員の質問が終わ

りました。 

続いて、塚本委員。 

○塚本崇委員 塚本です。よろしくお願い

いたします。 

まず、大きなところではございますが、

私のほうからは、今回の補正における財政

調整基金積立金及び臨時財政対策債、この

補正の理由と目的についてご説明をお願

い申し上げます。 

○野口博委員長 森川課長。 

○森川財政課長 まず臨時財政対策債に

つきましては、交付税の算出がございまし

て、交付税が今回決定いたしました。その

関係で臨時財政対策債の発行可能額も金

額が決定しましたことから今回の補正で

発行可能額を予算計上させていただいて

いるものでございます。 

それから財政調整基金の積立金の話か

と思いますけれども、９，８９１万７，０

００円、今回計上させていただいておりま

すけれども、これにつきましては、前年度

の繰越金が１億９，７８３万２，０００円

ございます。地方財政法によりまして、こ

れの２分の１を下らない額を基金に積み

立てるという規定もございますことから

今回積立てをしているものであります。 

○野口博委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 財政調整基金積立金に関

しましては、理解をいたしました。 

改めて２回目質問をさせていただきま

す。臨時財政対策債についてでございます

が、第２の地方交付税的な扱いとして取り

扱われていますが、全国的な傾向を見てい

きますと、公債費に対して臨時財政対策債

の割合がふえていっているという傾向が

あるというのが現状でございます。それ故

に国からのシステムによって発行可能と

いうところで発行するという意味合いで

はなくて、今後の本市における臨時財政対

策債の位置づけと展望について少しお聞

かせ願えればと思います。 

○野口博委員長 森川課長。 

○森川財政課長 臨時財政対策債を発行

するかどうかにつきましては、その時々の

状況に応じて判断をさせていただいてお

ります。単年度の決算見込みの中で基金を

取り崩すことなく黒字が確保できるのか

どうかというところも一つの判断の材料
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になると思っておりまして、そういうこと

から財源不足に陥らないように状況を見

据えながら発行の可否を判断させていた

だいております。 

○野口博委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 重ねて質問させていただ

きます。 

臨時財政対策債におきましては、その使

用目的において、例えば世代間にわたる目

的である場合、今後の人口展望及び歳入の

減少等、これが大きな負担になるのではな

いかという学識経験者からの意見もござ

います。故にその今後の展望について、重

ねてもう一度ご説明をお願い申し上げま

す。 

○野口博委員長 山口部長。 

○山口総務部長 臨時財政対策債の世代

間ということがございますけれども、今後

の世代間を通した展望ということでござ

いますけれども、これにつきましては、本

来は、地方交付税でこれは措置されるべき

ものでございます。それが国の交付税特別

会計の財源が不足するということで、不足

する相当額を地方のほうに臨時財政対策

債として、いわゆる赤字地方債でございま

すけれども、これを配分する。その結果、

今本市におきましても建設地方債よりも

赤字地方債である減収補填債であります

とか、そういう建設以外に充てる地方債の

ほうがふえる傾向にございます。これは全

国的な傾向でございます。国におきまして

も今回の新型コロナウイルス感染症の関

係で国債を相当発行して、全て赤字国債と

いうことになってございます。我々としま

しては、今森川課長から申しましたとおり、

年度の財源調整も考えながらあまり過剰

に高い利子で臨時財政対策債を発行する

ということもやはり問題であるとは思い

ますけれども、今非常に資金的に一定の基

金は持っておるものの、この不透明なコロ

ナ禍の中で、これは新型コロナウイルス感

染症だけではなくして、今後のやはり建設

国債の発行というのは、今は大きくはＪＲ

千里丘駅西口の再開発であったり、連続立

体交差事業とか大きな事業が並行して進

んでおりますので、そちらのほうもにらみ

ながら、やはり一定赤字国債も交付税の代

替として入れていく必要があると考えて

ございます。ですから、あまり赤字国債だ

から駄目だということではなくして、持続

可能な財政運営をするための資金確保と

いう面でしっかりとそのあたりの見極め

をしていきたいと思っております。 

以上です。 

○野口博委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ご説明ありがとうござい

ます。先ほど松本委員からもご意見がござ

いましたけれども、今回のコロナ禍におき

ましては、非常に苦しい状況の中でこうい

った対策をされるということは、必要かと

も思いますが、健全財政を維持しながらも、

将来世代に対する負担の少ないように財

政運営をお願い申し上げるものでござい

ます。 

以上です。 

○野口博委員長 塚本委員の質問は終わ

りました。 

弘委員。 

○弘豊委員 おはようございます。 

私のほうからも１点質問させていただ

きたいと思います。 

先ほど松本委員の質問でもございまし

たけれども、新型コロナウイルス感染症対

応の地方創生臨時交付金ですね、今回５億

２，７１３万円ということで入っているわ

けですけれども、今回この使い道としては
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これまで行ってきた対策の財源の組み替

えということになっているかと思います。

そこで改めてこれまで行ってきた市の新

型コロナウイルス感染症対策の事業、総額

でどれぐらい行ってきているのか。国から

の臨時交付金としては、今回出ている分と

先ほども議論がありました第１次の分と

でありますけれども、そこについて改めて

お聞きしておきたいと思います。よろしく

お願いします。 

○野口博委員長 森川課長。 

○森川財政課長 新型コロナウイルス感

染症対応として本市が現在までに施策と

して展開している金額につきましては、市

の負担分としましては約１０億円となっ

ております。一方、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金、この第１次

配分額と第２次配分予定額を合わせます

と６億９，２５５万４，０００円と、約７

億円となっておりますので、その差額の３

億円が現時点での一般財源となります。 

○野口博委員長 弘委員。 

○弘豊委員 今回、そういう形で国からは

およそ７億円、市のほうでは財政調整基金

なんかも活用して３億円ほど使ってこれ

まで新型コロナウイルス感染症対応の

様々な事業をやられてきているというこ

となんですけれども、今回補正予算が出さ

れた際に、障害福祉サービスの事業所への

支援金、それから先ほど公共交通の継続支

援金ということで、この二つが新たな支援

策として出されているんですけれども、率

直に言うともっとなかったのかなと、そう

いう気もしていて、もちろん財源がないと

事業できないということもあります。ただ、

やっぱり今の時期、まだまだ市民の暮らし

の面、それから事業所の経営難の面とか、

営業とかの面とかいろいろとやっぱり大

変な状況もあるかと思うんです。また、秋

から冬にかけて医療や検査体制、そういっ

たところでももっと課題があるのじゃな

いかなと思うんですけれども、今後の新型

コロナウイルス感染症対策等々で１０月

の議会には出ていませんけれども、この議

会が終わりましたらすぐに１１月末には

次の定例会も始まっていくんですけれど

も、そこに向けた何かしらの考えがあるの

かどうか、準備されているのか、その点に

ついて確認の意味で聞いておきたいと思

います。 

○野口博委員長 山口部長。 

○山口総務部長 ちょっと各委員会にわ

たりますので、私のほうからご答弁させて

いただきます。 

今回は２点、１，０００万円程度でござ

いますけれども、現在の必要と見られる分

について計上させていただきました。９月

に市長選挙がございましたので、市長の公

約の中にも新型コロナウイルス感染症対

策を乗り切るということを書いておった

と思います。第１次補正から第５次補正ま

で、これは専決も含めましてやらせていた

だいた中で、大体今回財政調整基金の繰り

戻しが１１億円ほどあるんですけれども、

５０億円のうち２５億円ほど使って半分

ほど繰り入れて、第５次補正までを調整し

てきたと、こんな状況でございます。 

今後ですけれども、選挙期間中に公約に

ついて協議を詰めるということは難しい

ということもございましたので、今後１２

月の第４回の定例会プラスやはり基本は

当初予算になっていくのかなと思ってお

りまして、この世間の状況を見ましても春

先の給付型の部分、もちろん隙間を埋めて

いくとか、給付されているところとされて

いないところがあるじゃないかと。そちら
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にも給付しようじゃないかという考え方

があるにはあるとは思うんですけれども、

どんどんステージというのは変わってま

いりますので、そちらのほうをしっかりと

見極めながらステージに合ったような形

の支援策ということを今後は考えていく

必要があろうかと思います。 

初めに森川課長が申しましたように、交

付金、あと３，０００億円ではもちろん足

りないと思いますので、その分については

一般財源の負担ということが出てまいり

ますので、これは今回先ほどリーマンショ

ックの話も出ましたけれども、リーマンシ

ョックの折と比べてもやっぱり、あのとき

は製造業のサプライチェーンが打撃を受

けました。今回はサプライチェーンだけで

はなくして、小売、飲食のほうが打撃を受

けていますが、当時で約１５億円、それで

当時で１５億円と言いながらも実は法人

市民税のほうで翌年度に予定納税した分

を５億円返しておりますので、実質は２０

億円法人市民税が減ったわけでございま

す。今年はこれ以上であろうと思っており

ます。ですから、今回の１１月末の予定納

付の分がいかほどになるか分かりません

けれども、企業におかれては仮決算を出さ

れますので、先ほど言いましたように単年

度だけの考えではやはり今後はもたない

だろうということで、この新型コロナウイ

ルス感染症の状況のステージを見極めな

がら適切な施策を打っていきたい、このよ

うに考えております。 

以上です。 

○野口博委員長 弘委員。 

○弘豊委員 今、総務部長から説明があり

ました。今後の財政的なことを危惧されて

いるということはもちろん分かるんです

けれども、市民の暮らし、また今後の新型

コロナウイルス感染症の危機、松本委員か

らもありましたが、克服していくのに向け

て、今やらなければならない対策みたいな、

そういうこともあるのかなと思っており

ます。やっぱり感染拡大を広げないために

やらなければならない検査や医療、そうい

ったところなんかも、やっぱり今少し新規

の感染者の数が減っているようなことも

全体的には言われていますけれども、ただ、

１０月には摂津市内では、多くの方がまた

出ておりますし、大阪府というところを見

たときにも、大阪府内、とりわけ大阪市な

んかで集中している部分もありますけれ

ども、やっぱり隣接している摂津市は、大

阪市内にも多くの方が通勤やいろいろと

お出かけになられている中では、本当に安

心と市民の命や健康を守っていく、そうい

ったために市ができることというような

ことで、本当に取り組みを強めていただけ

たらなと思っております。詳しい細かな内

容等については、今後また一般質問やまた

決算審査に係る委員会やそういったとこ

ろで議論もしていけたらと思うんですけ

れども、この場で一言要望として訴えてお

きたいと思います。 

以上です。 

○野口博委員長 弘委員の質問が終わり

ました。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 おはようございます。質

問するポイントが少ない中で随分議論が

進みましたが、私からも何点か質問したい

と思います。 

まず、最初に地方交付税の交付団体にな

ったという話にありましたけれども、当初

予算では不交付ということにしておりま

したけれども、今回は１億５，９５８万２，

０００円、交付税が増額されまして交付団
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体になりましたけれども、その実情につい

て最初に説明をお願いしたいと思います。 

それから２番目に新型コロナウイルス

感染対応地方創生臨時交付金、先ほどたく

さん質問があって随分議論が進みまして、

全体像も分かりました。そして第１次、第

２次交付が終わったということで、第３次

も恐らく３，０００億円ぐらいになるだろ

うということで予測があるということで

ございます。なのでちょっと私は角度を変

えまして、地域未来構想２０との該当関係

というのがあるんですね。これは該当する

もの、該当しないものというのがあるんで

すけれども、その国が示している角度につ

いて、どういった狙いがあったのかという

ことについて分かる範囲でちょっと説明

をお願いしたいと思います。 

３番目に税収の影響ですけれども、先ほ

ど総務部長からもご答弁がありました。２

０億円ぐらい、それを超える今回はマイナ

スになるという予測を立てているという

ことでありましたけれども、８月の部長会

の中では、７月１０日時点で具体的に令和

２年度の市税納税猶予については２３９

件あったということが報告されています

けれども、もう少し現状を把握されている

中で、具体的な数字等が示せるのであれば

ご説明いただきたいと思います。 

４番目に財政調整基金です。これも先ほ

ど来、何度もありましたけれども、今回は

いろいろ調整の末に１１億１，１３９万２，

０００円を減額するということで、最終取

り崩しは１４億９，９５８万２，０００円

の取り崩しということに調整されました。

先ほどの積み増し分もありますけれども、

これ財政課としてどういう評価をされて

いるのか。今後決算に向けてどんな評価を

されているか。先ほどの答弁ですと、追加

の新型コロナウイルス感染症対策につい

ては年度当初で考えていきたいという考

え方もありました。それからこれから３，

０００億円ほどまた戻される。これは恐ら

く財源の差し替えをされるんだろうとい

うこともございますし、あともう少し先に

なりますと、余剰金が返ってくるような話

もあったと思いますし、そういうことから

踏まえて全体的にどんな評価をされてい

るかということです。 

５番目、起債の問題ですね。年度の起債

限度額、それから元金償還額との関係性で

すけれども、以前は返す分より少なく借り

る。これを徹底してずっとやってきました。

今年度も最終、この予算書で見ると、元金

の償還見込みは２２億６，７６８万２，０

００円、この起債見込額は２１億７，９３

７万２，０００円ということで一応下回っ

ています。これはこの考え方に従って進め

てられているということになるのか、ご答

弁をお願いしたいと思います。 

先ほどの議論がありました災害対策基

金ですね、今回１，０００万円を積まれた

ということで、これで３，０００万円積ま

れることになるんですかね。これ将来展望

として、全体額をどれぐらいの基金として

運用していこうとされているのか、どの辺

の規模まで積まれていくのかということ

のご答弁をお願いします。 

○野口博委員長 森川課長。 

○森川財政課長 それでは、まず地方交付

税の件についてでございますけれども、本

年度普通交付税に関しましては、基準財政

収入額が１４８億６，７１３万８，０００

円、昨年に比べまして６．１％の増となっ

ております。基準財政需要額につきまして

は、１５０億３，４４０万１，０００円と

昨年度に比べて５．２％の増となっており
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ます。基準財政収入額、需要額ともに増と

なっておりますけれども、収入額の増加率

のほうが大きいため、普通交付税の金額で

申し上げますと、昨年度に比べまして１億

６０６万２，０００円減の１億５，９５８

万２，０００円となっております。 

内容ですけれども、内訳で申しますと、

基準財政収入額では、地方消費税交付金で

ありますとか、市たばこ税、固定資産税に

関する数値が伸びております。また基準財

政需要額では、高齢者保健福祉費に関する

数値でありますとか、あと幼児教育・保育

の無償化への制度変更がございましたの

で、そちらに関連する社会福祉費に関する

数値が伸びている状況になっております。 

次に、地方創生臨時交付金の地域未来構

想２０の狙いですけれども、国から今回の

地方創生臨時交付金の活用に際しまして、

取組事例という形で、この事例であれば活

用できますよという部分が示されており

ます。ただ、それにこだわることなく市の

単独の施策ももちろん地方創生臨時交付

金の対象となっていると認識をしており

ます。 

続きまして、税収の件でございますけれ

ども、徴収猶予の状況といたしましては、

９月の末の時点でございますけれども３

６０件、総額といたしまして３億８，３９

２万円ほどの適用を行っていると聞いて

おります。 

次に、財政調整基金についてでございま

すけれども、まず令和元年度の終了時点で

財政調整基金の残高としましては、約５１

億円でありました。令和２年度の当初予算、

それから補正第１号から第５号までで合

わせて約２５億円の取り崩しを計上して

おりましたことから、その時点では一旦財

政調整基金の残高は約２６億円でござい

ましたけれども、今回の補正予算（第６号）

で約１億円の積立てと財源調整としての

マイナス１１億円ほど基金の繰り入れを

予算計上しておりますことから現時点の

財政調整基金の現在高は約３８億円とな

ります。今後、市税収入が大幅に減少する

ことも想定されますため、できるだけ財政

調整基金を温存することが必要ではない

かと考えております。 

次に、元金償還金の関係でありますけれ

ども、現在市債の発行額につきましては、

元金償還金以内の発行にとどめることに

よりまして、市債残高の減少に努めている

ところでございます。今回に関しましても、

基本的にはその方針に沿ったものとなっ

ております。 

以上でございます。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 基金に関しま

して将来の展望というお問いでございま

す。 

毎年決算余剰金の一部を基金のほうに

積み増しをお願いしたいと考えておりま

して、最終的には基金として５，０００万

円まで積み立てたいと考えております。 

以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ありがとうございます。 

一番最後の災害対策基金ですけれども、

これは計画的にしっかりと運用も含めて

お願いしておきたいと思います。 

それでまず１番目、交付団体になったと

いうことで、先ほどもありました臨時財政

対策債も枠が設けられたと。今回２億６，

１５７万２，０００円が計上されていると

いうことで、これは私も平成３０年度決算

のときに初めて知ったんですけれども、こ

れ起債してますが、実際執行するかしない
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かは最終決算の段階で決めるということ

になっているそうですけれども、当然先ほ

どのニュアンスを聞いていると、これは当

然借りられるということになるんだろう

と思うんですけれども、そのところ実際起

債をするかどうかということについてお

願いしたいと思います。 

それと併せて令和元年度は４億７，８７

４万７，０００円がこの臨時財政対策債と

なっていましたけれども、これについては、

どのような判断をされたのか、併せてご答

弁をお願いしたいと思います。 

それから２番目の地方臨時交付金のこ

とについてでございます。地域未来構想２

０というのは、これは法務省のホームペー

ジに掲載されていましたけれども、いろい

ろ国のほうとして今後のアフターコロナ

の中で支援をしていくということでいろ

いろなメニューを用意して、それで手を挙

げるんですけれども、そのときに国は国で

専門家がアドバイスをする企業とかいろ

んなところとマッチングをしますよとい

う取り組みなんですね。当然これは申し込

みが終わっていますけれども。大阪府下で

もいろいろ手を挙げている市もあります。

こういうことについてしっかり情報をキ

ャッチして、いいものはどんどん手を挙げ

てやっていくという姿勢を大事にしてい

く。こういうときは、いろんな角度からい

ろんなものが出てきます、メニューが。国

から発信されてきますので、どうか情報を

しっかりと収集して、とにかくいいものは

どんどん貪欲に取り入れていくというよ

うな姿勢で臨んでいただきたいというこ

とでお願いしておきたいと思います。これ

は要望としておきます。 

それから税収の話については、９月末で

の話がありました。全体の予測としては、

総務部長がさっき言われましたので、今年

度に限らず来年度を含めて下がっていく

想定があると思います。現にこういう支払

い猶予が失業することによって不納欠損

に陥ることもあるでしょうし、先ほどあっ

たように企業も赤字になったことによっ

て支払いができないというようなことも

あるでしょうし、また倒産することによっ

て、全く支払いができないということなど、

いろんなケースがあると思いますし、そう

いう状況は想像がつくわけですけれども、

我々はどれぐらいになるか非常に心配に

なるわけですね。税収がどれぐらいでとど

まってくれるかなというのが非常に心配

になるところです。なので、これからもし

っかり情報を集めていただいて、またその

都度我々にも教えていただきますように

お願いしておきたいと思います。 

 それから４番目の財政調整基金のこと

についてですけれども、先ほど財政のほう

の財政課として評価を聞きました。大体こ

れで減収とあとは最後の余剰金が上がっ

てきます。その調整でどうなのかというこ

となんだろうと思いますけれども、これは

先ほど答弁がありましたから、これはいい

ですわ、これは了解しました。 

あと５番目ですね、起債限度額の話です

けれども、これはどんどんこれから少しず

つですけれども、償還額が減ってきていま

すので、しかも先ほど来出ていますけれど

も、大きなまちづくりをするのは建設起債

をしないといけないというようなことが

ありますし、どこかでこれを超えるという

ことになると思うんですね。だけど、超え

るんだけれども、どこかで歯止めをしてお

かないと、先ほど後年度に負担が大きくな

るということ、例えば国だったら３０兆円

ということを決めたりしますけどね。こう
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いう考え方についてはどうなのか。超えて

くるけれども、一定歯止めを設けるという

考え方があるのかないのかについてちょ

っとご答弁をお願いしたいと思います。 

○野口博委員長 税収のほうは要望でい

いんですか。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 税収はもう結構です。 

○野口博委員長 いいですか、はい。 

そうしたら１点目、臨時財政対策債です

ね。 

森川課長。 

○森川財政課長 まず臨時財政対策債を

実際に発行するかどうかでございますけ

れども、これにつきましては決算見込額な

ども見据えまして、その時点、その時々の

状況に合わせて発行の有無を判断してお

ります。昨年度に関しましては、発行可能

額が委員のお話にもありましたように、４

億７，８７４万７，０００円でありました

ことから、その額を予算計上しておりまし

たけれども、決算見込みを算出する中で基

金の取り崩しを行うことなく、単年度での

黒字が確保できると見据えましたことか

ら、臨時財政対策債の発行は行ってはおり

ません。 

しかしながら、今年度に関しましては、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響か

ら市税の大幅な減収が見込まれますので、

臨時財政対策債の発行は不可避かと考え

ております。 

○野口博委員長 山口部長。 

○山口総務部長 起債の限度額、発行額と、

それと償還額との関係でございますけれ

ども、基本ベースは今藤浦委員おっしゃっ

たとおり、本市特別会計も合わせて相当な

額まで行きました。基本はやはり元金の償

還以内の借り入れということを基本に置

きながら、先ほども言われていましたとお

り、大きな事業が重なってきますと、単年

度ではそれを超えることは十分あります

し、はっきり言うと超える予定です。です

けれども、大きなスパンで見たときについ

てはやはりその中でやっていく。現在の標

準財政規模、あるべき経常一般財源の額で

すね、これは理論値ですけれども、大体１

８０億５，０００万円から７，０００万円

ぐらいです。今、赤字地方債も含んだ令和

元年度の減債高が、これは一般会計、普通

会計ベースですけれども１８０億円を切

っております。この枠をどうするんですか

というときに、通常、企業的に考えますと、

いわゆる社債ですよね。自分のところの経

常収入に対して大体のアッパーを決める

場合があるんですけれども、本市における

下水道であるとか上水道であっても、大体

経常収入の一般会計でいう標準財政規模

つまり経済的な収入の３００％、もしかし

たら５００％までいくかもしれません。そ

れでもやはりやるべきことはやっていく

必要があると思います。ですから今、ちょ

うど１００％程度ですので、このあたりど

こが適切かというのはなかなか、難しいん

ですけれども、言いましたように、基本は

やっぱり元金償還ベースの中で収めなが

らも、今後ＦＭの事業もやはり出てきます

ので、それなんかも含めて考えますと、少

し上昇傾向にはあるのかなと思います。基

本はやはりおっしゃったようにベースの

中では抑えていく、長期スパンで抑えてい

くという考え方には変わりはございませ

ん。 

以上です。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 臨時財政対策債につい

て、これ平成３０年度の決算のときも言い
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ましたけれども、以前はずっととにかく基

金を温存しようということで借りられる

分は借りていこうということで積み増し

をしてきましたね、基金をどんどん、臨時

財政対策債も積み増しをして、土地が高く

売れてどんと上がったわけですけれども、

それはいつ方針が変わったのかというこ

とを私は、その平成３０年の決算のときに

も議論をしましたけれども、またこういう

新型コロナウイルス感染症がいつ収まる

か分からないという状況の中で、これはそ

ういう意味では、基金を大事にしないとい

けないと感じるんです。令和元年度、これ

決算でまた議論をすることになると思い

ますけれども、本当に借り入れなくてよか

ったのかと、大体４月に判断されたのに、

すでに新型コロナウイルス感染症が流行

していました。当然、こういう事態になる

ことは予測できたのではないかと思うん

ですけれども、それでも単年度だけを見て

借りないという判断が、それは正しかった

のかどうかと私はちょっと疑問に思いま

す。それも含めて、これからいろんな大き

な事業をやっていくということで、しかも

新型コロナウイルス感染症が蔓延する中

ですけれども、それでも断固としてやり抜

いていくと、本当に綱渡りのような財政の

運営になるかも分からない。それでもやり

切るというふうに副市長からお伺いをし

ていますから、最後に全体を総括して一言

ご答弁をお願いしたいと思います。 

○野口博委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、私のほうから答

弁させていただきます。 

それぞれ質問が多岐にわたりまして、十

分答弁ができなかった部分も併せて私の

ほうからさせていただきたいと思います。 

先ほどご質問がありました地域未来構

想２０ということがあるんですけれども、

これは臨時交付金で第１次の場合は単独

事業分と補助分ということになっており

ましたが、第２次の要は臨時交付金では、

単独事業分の中にも事業継続の部分、それ

から生活様式に係る分、こういう二つの内

容でございました。生活様式に当たるもの

が国のほうから示されておられます地域

未来構想２０についてということで、社会

的な環境整備、あるいは新たな暮らしのス

タイル、新たな付加価値を生み出す消費投

資の促進、この三つのジャンルで交付金と

して使ってくださいという意味合いの交

付金でございました。ところが単独でうち

のほうが事業継続の部分に先ほどありま

したように、１０億円ほどお金を使ってお

ります。そういう部分ではこの新たな生活

様式には事業は充填しておりませんけれ

ども、交付金はしっかりと活用させていた

だいたということでございます。 

それから全体的な財政運営についての

総括でございますが、まず財政調整基金の

役割は一体何だろうかということを考え

ますと、やはり赤字決算を避けるための基

金であろうと。あるいは災害時の歳入減と、

あるいは歳出増に対することがやはり大

きな目的であろうと私どもは思っており

ます。それでは、基金はどの程度持ってお

くのがいいのかというようなことが問わ

れてきます。これは問われましても答えは

ございません。あえていえば、あるほどよ

いということになりますし、財政サイドか

らいたしますと、不測の事態に備えてお金

は幾らあってもよいというふうに思うの

は当然でございます。しかし、事業拡大を

したいという主張する側にとっては、基金

をため込んでも市民サービスに転嫁され

なかったら何もならないと、こういう議論
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もございます。基金の適正水準については

確たる基準がないということが答えでご

ざいます。 

今回のように新型コロナウイルス感染

症対策として、地方の財政措置の額が確定

しない段階におきましても、摂津市におき

ましては、対策を急ぐために補正予算を組

ませていただきました。その財源は財政調

整基金からの繰入金を充てて早く独自施

策を展開したところでございます。その後、

国ほうから臨時交付金の内示があって、今

回提案しておりますように補正６号で財

源振替措置を行って基金の温存も図って

いるところでございます。 

過去を振り返ってみますと、平成２０年

９月にアメリカの投資銀行のリーマン・ブ

ラザーズの倒産を契機にいたしまして、世

界的な金融経済危機、いわゆるリーマンシ

ョックが世界各国に影響を及ぼしました。

日本も影響を受けまして、大幅な税収減と

なりました。そこで本市の要は財政、その

当時を振り返ってみますと、市債発行は多

額にやっております。平成２０年度決算で

は、減収補填債７億１，２４０万円、平成

２１年度減収補填債８億４，３００万円、

それと同時に団塊世代の大量退職がござ

いました。それに伴いまして、退職手当債

も発行しております。それから平成２２年

度では、退職手当債５億円を発行してその

場の窮状をしのいだことを記憶しており

ます。このように大きく収支のバランスが

崩れる場合には可能な限り、市債発行もや

むなしと私どもは思っております。財政当

局といたしましては、財布を預かる立場か

らできる限り、先ほど答弁がありましたよ

うに、市債発行に頼らず収支均衡するとい

うことは望ましいことはもちろん言うま

でもございません。財政運営の健全性の確

保というのがよく言われるんですけれど

も、その判断の視点として三つあると言わ

れております。一つは、財政運営の健全性、

それから財政構造の弾力性、それから三つ

目といたしましては、行政水準の確保とい

うことが言われております。この三つを全

て充足できれば最善ではございますけれ

ども、まちづくりの実現の手段としては、

現行制度内での市債発行で基金の温存を

図り、その投資的財源を確保することが今

求められていると思っております。ご指摘

のように、先ほど補正予算のところで令和

２年度の市債見込額、それから市債発行見

込額、これの差は確か８，８００万円ほど

ございます。近々には先ほど総務部長が答

弁いたしましたように逆転は必至となっ

ております。あらかじめご理解をお願いし

たいということでございます。 

いずれにいたしましても、財政の窮状の

中には現行制度の中で考えられるあらゆ

る制度を活用しながら、一定の財源確保と

いうことはやはり我々に求められている

と思っております。ちょっと予測になるん

ですけれども、私常々財政と家計とは同じ

と思っております。何を買うにしてもより

よいものをより安く、これは公費であろう

と私費であろうとも当然のことであると

思っております。それからやはり大きな買

物をする場合もやはり大きな決断もやは

り必要になってまいります。ちょっと卑近

な例ですが、適切かどうか分かりませんが、

マイホームを取得する場合、果たして要は

預金がたまってから、資金がたまってから

買うでしょうかというと、決してそういう

ことではありません。やはり借金をし、あ

るいはローンを組んで住宅を取得する。分

割払いであり、それから必要なときに、そ

れぞれマイホームを取得する。これはやは
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り当然のことの選択だと思っております。

そういうことからしましても、これからの

公共施設、いろんな整備がございます。そ

れから財政の窮状もございます。そんな中

であらゆる考えられる制度をしっかり活

用しながらまちづくりに推進していきた

いと思っております。 

以上です。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 副市長から丁寧なご答

弁を頂きましたので、しっかり期待して共

に頑張っていきたいと思いますので、以上

で質問を終わります。 

○野口博委員長 三好委員。 

○三好義治委員 監査委員という立場の

場合、質問を自粛することになっています

が、１件だけどうしても気になる点があり

まして、それは１９ページの公共交通運行

継続支援金の関係なんですが、現状ちょっ

と見間違っていたらえらいことになるな

と思いまして、要は私もよく鳥飼八防交差

点からバスに乗るんですが、常々思ってい

るのがバスの利用客がどんどん減ってき

ている。これは共通認識で合っていると思

うんですね。その中で先ほどの答弁では、

新型コロナウイルス感染症の関係で公共

交通の継続をしなければならないという

ようなことの中で、今回の補正予算ですが、

バスなんかはやっぱり公共交通というの

は、定刻に来て、便数が多くて最寄りの駅

が近いというのがやっぱり理想像、公共交

通、要はバス路線になってきますよね。今、

行政として、この新型コロナウイルス感染

症だけで客が減っているという認識には

立っていないと思うけれども、根本的なと

ころを見定めていないと、大きな方向間違

いになってくると思うんです。その辺につ

いて、詳しくは言いませんけれども、例え

ばバスの関係で定刻に来ていただくとい

うのは、それこそ道路渋滞解消とかいろい

ろ結びつけていかなあかんし、もう一つは

便数をふやしていくこと、バスの車両をふ

やしていかなあかんとかいろんな大きな

課題があるんやけど、大阪市内に行くと手

前までバスが来てますとか、何分遅れです

とかわかるようになっていて、今はバス路

線でもそういう時代になってきています。

だから新型コロナウイルス感染症ばかり

じゃなしに、現状の公共交通機関、要は特

に鳥飼地域のバス路線のお客さんが減っ

てきている、間引きを逆にせなあかんとい

う論法じゃなしに、そういうところのソフ

ト面の取り組みを新型コロナウイルス感

染症だけでなしに、そういう視点は持って

いないのかということです。これ、新型コ

ロナウイルス感染症だけでいろいろとお

客さんが減っていますからといってやっ

ていくと、それこそ公共交通機関のバス会

社が撤退してしまうという可能性がある

と思います。もうちょっと言うと、大阪シ

ティバスなんかは、井高野方面に行くと、

井高野車庫を出ましたとか、どこどこの手

前まで来てますとかいうのが全部出てく

るんですね。南港のほうに行くとスマート

シティで常に運転手もなくて、定刻に来る

ようなことになってて、前々から言ってる

けど、いつも公共交通機関のバスを捉まえ

ると渋滞がどうのこうのとか言ってるけ

れども。もうちょっとやっぱり行政とやら

なあかんのとちゃいますか。新型コロナウ

イルス感染症だけの影響ではないと思う

んですね。その辺の回答だけお願いします。

方向性間違っていたらえらいことになる

ので。 

○野口博委員長 高尾部長。 

○高尾建設部長 ご質問にお答えいたし
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ます。 

今回の補正で上げさせてもらっていま

すバス・タクシーへの支援に対してはご指

摘のとおり、今回のコロナ禍において外出

抑制ということがありましたので、それに

伴う経営面で収入が減ったというところ

での支援が全国的に行われているという

中での取り組みでございまして、ご指摘の

日常の公共交通の利用に関しての利便性

向上をどうしていくのかというご指摘か

と思いますが、これまで、摂津市で走って

おります地域公共交通ですね、近鉄バス、

阪急バス、京阪バス、路線バスと、それと

セッピィ号ということでございますが、現

状としては利便性を上げるためにセッピ

ィ号で支援していることと、近鉄バスの一

部に路線を補助していると。さらにご指摘

のように利便性を上げるというところで、

事例としてありました運行情報ですね、こ

れは最近では定着しつつあるんですけれ

ども、バスロケーションシステムといいま

して、そのバス停に定刻どおり来るかどう

かという、スマホとかパソコンで見ること

ができまして、これ昔は、そこのネット環

境をバスとかに導入するとなると多額な

費用が要るということで、以前では行政側

が支援するというところで導入していた

経過もあるんですが、今ネット環境を整備

するというのは、費用がそこまでかからな

いということもあって、既に阪急バスや近

鉄バスはバスロケーションシステムを導

入しておりましたので、現在バス停でＱＲ

コードをぱっとかざすと見れるようにな

っているということでございます。当然

我々行政としましては、これに限らず利便

性の向上というのはどんどんしていく必

要があると思っておりまして、現状のコロ

ナ禍というのを除きますと、今まさに乗降

客数とかの利用状況の分析をしていると

ころなんですが、そこまで利用というのが

減っているという状況ではございません。

摂津市ではやはり鉄道というのが少ない

ということがありまして、やっぱり鉄道を

補完するバスとしての分担というのが一

定求められている需要というのがあるの

かなと。当然それを利用して分析をして使

われている、移動に関してとかですね。日

常の通勤・通学で使われているところをど

う補足するかというのを我々も見て、あく

まで民間事業者が実施されているバスで

ありますので、そこの採算ベースにどう支

援していくかというのは、これからさらに

見極めていきたいと思っております。そう

いった中で公共交通の利便性というのを

どう支援していくかというのも改めて検

討していきたいと思っております。 

○野口博委員長 三好委員。 

○三好義治委員 的確な答弁を頂きまし

たけれども、できるだけそういう利便性を

高めていただく。基本的には定刻に来て、

できるだけ便数が多くて、家から最寄りの

バス停が近くにあるというようなコンセ

プトを基に、もう一つはＱＲコードを我々

も見るけれども、バスに結構乗っているの

はお年寄りが多いので、スマートフォンで

はない携帯が多いみたいですね。そういっ

たことも含めながら利便性を高めていた

だくと。新型コロナウイルス感染症の影響

だけとは言わずに取り組んでいただくこ

とだけをお願いしておきます。 

終わります。 

○野口博委員長 続いて、南野副委員長。 

○南野直司委員 私のほうから１点だけ

お願いということでさせていただきます。 

消防団の第二分団屯所の建設でござい

ます。第二分団屯所がある場所は摂津市の
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南側地域といいますか、味生小学校区とち

ょうど別府小学校区の真ん中で幹線道路

へもすぐ出れますし、ちょうど中心といい

ますか、そういうところに現在ありますけ

れども、今回、神安土地改良区の線路沿い、

あるいは地盤がちょっと緩いということ

で大きな何メートルものくいを打たれる

ということで、追加で１，０００万円の補

正を組まれたわけであります。 

一方で、第三分団の車両も近畿自動車道

の下で、第二分団の車両も現在近畿自動車

道の下に保管されているということであ

ります。第三分団のほうは新たな味舌体育

館の建設と併せてですから、令和４年４月

になると思います。これはなかなか急ぐと

いうことはできないかなと思うんですけ

れども、比較的市役所から近い地域にあり

ますけれども、別府は少し遠い地域という

ことで、やはり緊急時に今までそういう出

動に関しての立地条件がいいところにあ

ったのが近畿自動車道まで車両を取りに

来ないとあかんということで、地域の要と

なる第二分団ですから、できるだけ工事も、

来年度になってしまうということですけ

れども、早くできるのであれば、可能なら

１日でも早く建設していただいて、車両を

今の場所へ移せるように要望としておき

ますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○野口博委員長 以上で、質疑を終わりま

す。 

暫時休憩します。 

（午前１１時２２分 休憩） 

（午前１１時２４分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 討論なしと認め、採決い

たします。 

議案第７３号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は可決すべきものと決定いたしました。 

これで本委員会を閉会いたします。 

（午前１１時２５分 閉会） 
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